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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は国内外の病院から受け付けた検体を用いて、鳥取大学生命機能研究支援センタ
ー遺伝子探索分野にて遺伝学的検査の診断システムの構築と改良を行ったものである。そ
の結果、計1,006検体のうち287検体（28.5％）に変異を確認すると共に、2週間程度で遺伝
学的検査を実施するシステムを構築した。本論文の内容は、遺伝学的検査の効率化と質の
向上を図り、その結果、国内外の病院へ多くの遺伝学的検査を提供したものであり、遺伝
医療の分野で明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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